
 

 

 

 

 

 

 

コミュニティ・スクールがスタート！！ 
令和４年６月３日（金）13時から、本校（余市町）と分校（黒松内町）をオンラインで結び、令

和４年度余市養護学校第１回学校運営協議会（コミュニティー･スクール）を開催しました。当

日は、本校と分校合わせて14名の委員の皆様をお迎えし、学校経営方針の説明や熟議を行

いました。学校長の学校経営方針の説明では、コロナ禍において教育活動の在り方が大きく

変革する中でも、「指導の根拠を明確にし、指導する教員が自分の言葉で専門性を持って

説明できる！」教育を推進するとともに、コミュニティー･スクールとして、「地域とともにある学

校づくり」、「学校を核とした地域づくり」を目指した取組を進めながら、子ども達の豊かな成

長を育むこと等に対し、委員の皆様から承認を得ることができました。その後、本校と分校に分

かれて「コロナ禍における地域と連携した教育活動の推進」をテーマに熟議を行い、委員の皆 

様から、次のような御意見をいただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

始めに、余市紅志高等学校長生田様より、地域との連携活動として、「余市紅志高校
地域創成コンソーシアム」と「農福連携コンソーシアム」について御説明いただきまし
た。農作業や地域食材の活用などで地域とつながりながら、生徒の職業観を高める取り
組みです。さらに、本校の児童生徒と余市紅志高等学校の生徒が、農作業や収穫などを
一緒にできるような活動を探っていきたいと御提案いただきました。 

続いて、余市紅志高等学校への視察を通して、本校高等部で一緒に取り組みたいと考
えている教育活動について発表しました。花苗の育成、余市紅志高等学校のジャムに添
える木製スプーン製作、高等部祭でのパネル交流、レクリエーション交流などです。 

貴重な御意見や御助言、ありがとうございました！ 
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学校運営協議会 
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本校部会テーマ「感染症対策を講じながら、地域と繋がりある教育活動を充実させるための方策」 

 

【本校部会の様子】 

【余市紅志高校への視察の様子】 

【本校部会の熟議の様子】 

【高等部「職業」の様子】 

【高等部「職業」の様子】 



 

 

 

 

分校部会の熟議では、委員の皆様からコミュニティー･スクールの導入にあたり、「地域と連携した教育活動の充実に向け

て」をテーマとし、次のような御意見をいただきました。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校長より、まとめの御挨拶 

 

 

 
           

 

 

 【分校部会の熟議の様子】 
（手前から小谷委員、金石委員、内山委員） 

【分校部会の熟議の様子】 
（左から冨樫委員、岡久委員） 

【編集後記】 

・御意見や御感想等がありましたら、下記にアクセスするか、右の二次元バーコードから 

フォームを読み込み、お知らせください。お待ちしております。 

・今後も、地域と繋がり合う余市養護学校をめざしていきますので、どうぞよろしくお願 

いします。 

 

【 https://forms.gle/cKaKpFMZbccod58u6 】 

 

本日は、貴重なご指摘やご意見を賜り、本当にありがとうございました。 
新型コロナウイルス感染症は、人とのつながりを分断し、子どもたちの 

教育活動に多くの影響を及ぼしました。しかし、学校運営協議会を通じて、 
学校にようやく光が差し込んだ思いです。ウィズコロナ時代に保護者、地 
域、学校が一体となり、「地域とともにある学校づくり」、「学校を核とした 
地域づくり」の答えを探したいと考えております。 
今後も、本校と分校、それぞれの地域と連携した教育活動の充実を目指 

し、学校経営を進めて参ります。   

分校部会テーマ「地域と連携した教育活動の充実に向けて」 

 

・入所生にとって、町の人に感謝される経験が大事。そのような 
機会をつくっていくことが大切だと思う。 

・児童生徒にやって欲しいことが、子どもたちがやりたいことで
あることが重要である。そのために、いろいろな選択肢を用意
できるとよい。 

・以前、町内会10区子ども会で、年に一度程度の頻度で廃品回収を
していた。新聞や一升瓶などを回収してもらえるとうれしい。 

・町内のサークルの一覧があると、それを見ながら教育活動に生
かすことができる地域のイベントやサークルが分かり、活動に
参加できると思う。 

・外注の発想は町の中にはないと思う。学校から「こんなことが
できる」といった PR活動が必要である。具体的には、学校だよ
り等で学校の様子を町内に発信できるとよい。 

 

【辻󠄀山校長からの挨拶】 

貴重な御意見や御助言、ありがとうございました！ 

https://forms.gle/cKaKpFMZbccod58u6

